
社協報「にこりん」には、赤い羽根共同募金配分金と社協会費が使われています
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お元気グループ紹介「大草城址公園愛護会」
　公園の環境美化を目的に地元沖町地区のみなさんで
取り組んでいるグループです。全体で行われる春と秋の
公園掃除の他、役員による草刈り、桜守の指導を受け
て桜の木の剪定など、公園が整備されてから３０年以上
続けられています。
　この日は時折小雨が降るなか、地区内の子供から
お年寄りまで多くのみなさんが参加し、公園内に散らばっ
た落ち葉を掃いたり側溝に溜まった落ち葉を搔き集める
清掃作業が行われました。
　秋が深まり公園内の紅葉もきれいに色づき、静かに春
を待つ季節を迎えていました。来春には公園いっぱいに
咲き誇る桜の下で桜祭りができることを想い描きなが
ら、協力しあって作業が行われました。
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共
同
募
金
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
に
、
市
民
が
主
体
の
民

間
運
動
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
戦
後
復
興
の
一
助
と
し
て
、
被

災
し
た
福
祉
施
設
を
中
心
に
支
援
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
法
律
（
現
在
の
「
社
会
福

祉
法
」）
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
の
変
化
の
な
か
、
共
同
募
金
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間

団
体
を
応
援
す

る
、「
じ
ぶ
ん
の

町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
と
し
て
、

取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

地
区
を
通
じ
て
各
戸
か
ら
の
募
金
を
お

願
い
す
る
戸
別
募
金
、
個
人
か
ら
募
金
し

て
い
た
だ
く
個
別
募
金
、
法
人
企
業
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
く
法
人
募
金
、
村
内
飲
食

店
等
に
設
置
し
た
募
金
箱
に
ご
協
力
い
た

だ
く
街
頭
募
金
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
募
金
と
し
て
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
共
同
募
金
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
募
金
で
き
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
長
野
県
共

同
募
金
会
に
送
金
し
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
わ
れ
る
地
域
福
祉
推
進
事
業

を
始
め
、
災
害
に
備
え
た
備
品
整
備
、
県

内
福
祉
施
設
の
備
品
整
備
・
自
動
車
整

備
、
福
祉
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
事

業
な
ど
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
村
で
は
社
協
で
行
わ
れ
る
事
業
と

し
て
、
広
報
に
こ
り
ん
の
発
行
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
へ
の
助
成
、
敬
老
記
念
品
、
三

者
共
催
講
演
会
、
介
護
者
交
流
会
、
お
楽

し
み
弁
当
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
備
え
た
備
品
整
備
と
し

て
、
今
年
度
は
南
田
島
地
区
に
発
電
機
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。　

（1）
配
分
対
象
事
業

　

住
民
組
織
団
体
（
自
治
会
）
で
整
備
す

る
避
難
所
用
物
品
、
救
命
物
品
整
備
、
防

災
物
品
保
管
庫
な
ど
防
災
物
品
の
整
備

（2）
配
分
額

　

１
団
体
上
限
20
万
円

（3）
申
請
方
法

　

中
川
村
共
同
募
金
委
員
会
で
申
請
書
を

お
渡
し
し
ま
す
。

（4）
申
請
期
限　

　

令
和
２
年
11
月
30
日

（1）
配
分
対
象
団
体

　

広
域
で
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業

及
び
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
民

間
の
非
営
利
団
体

（2）
配
分
額

　

事
業
費
の
75
％
以
内
１
団
体
上
限
50
万
円

（3）
申
請
方
法

　

申
請
書
を
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す
。

（4）
申
請
期
限
　

　

令
和
２
年
11
月
30
日

障がい者スポーツ交流会 （8月29日）

　

今
年
も
１０
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
長
野
県
共
同
募
金
会
を
通
し
て
地
域

福
祉
活
動
に
広
く
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
募
金
方
法
、
使

わ
れ
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
は

募
金
の
方
法

募
金
の
使
わ
れ
方

安
心
・安
全
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
公
募
配
分

県
域
社
会
福
祉
団
体

配
分
事
業

助
成
事
業
を

　
公
募
し
て
い
ま
す
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い
わ
ゆ
り
荘
で
は
毎
年
コ
ス
モ
ス
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
コ
ス
モ
ス
ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
、
外
へ

は
出
ず
、ド
ラ
イ
ブ
の
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
見
ご
ろ
で
美
し
い
コ
ス
モ
ス
を
楽
し
め
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
り
荘
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
、
五
平
餅

を
食
べ
、
満
足
の
い
く
企
画
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
外
に
出
ら
れ
ず
行
事
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
数
少
な
い
外
出
は
良
い

気
晴
ら
し
に
な
り
ま
し
た
。

寝たまま入浴の洗髪体験

　１０月２０日から３日間、中川中学校

２年生２人が職場体験でいわゆり荘

に来てくれました。高齢者との交流、

コミュニケーションの取り方、食事

の介助のやり方やシーツ交換など、

いろいろな体験をしました。体験を

したお二人の感想を紹介します。

　

２
学
年
に
な
る
と
、
職
場
体
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
自
分

の
進
路
を
決
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
１
日
目
、
朝
職
員
の
方
々
に
自
己
紹
介
を
し
ま
し

た
。
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
１
日
目
の
感
想
・
反
省
は
、
自
分
か

ら
進
ん
で
行
動
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

職
場
体
験
２
日
目
、
１
日
目
よ
り
は
少
し
な
れ
て
、
や
る
こ
と

が
だ
い
ぶ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
と
の
話
が
だ
い
ぶ

は
ず
ん
で
き
ま
し
た
。
２
日
目
の
反
省
・
感
想
は
食
事
介
助
の

時
、
利
用
者
さ
ん
が
ご
飯
を
飲
み
込
む
の
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

か
ら
、
ま
た
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
利
用
者
さ
ん
と
話
す
時
、
笑
顔
で
話
せ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
で
す
。

　

私
が
い
わ
ゆ
り
荘
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
い
る
時
の
職
員
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
で
す
。
笑
顔
を
見
る
と
自
分
も
う
れ
し
い
し
、
利
用
者
さ
ん

も
う
れ
し
そ
う
な
の
で
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
指
定
さ
れ
た
作
業
を
終
わ

ら
せ
た
時
で
す
。
そ
の
時
に
近
く
に
い
た
職
員
の
方
が
「
す
ご
い

ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
な
ど
を

学
べ
ま
し
た
。

職
場
体
験
を
通
し
て

藤  

木  

龍  

星

い
わ
ゆ
り
荘
で
学
ん
だ
こ
と

小  

林  

茉  

央

コ
ス
モ
ス
ド
ラ
イ
ブ



い
わ
ゆ
り

　利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

④
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座
光
寺
　
昭
一…

様
　（
小
和
田
）

い
わ
ゆ
り
の 

好
評
食
レ
ポ

昔はマレットゴルフ
をよくやった。大会で
トロフィーをもらった
りもしたよ。終わった
後、友人たちと温泉に
入ったりした。

特には無いが、なん
でも好んで食べる。
お酒も好きで、晩酌
を一合毎日やってい
る。たまにビールも
飲むよ！

畑や田んぼ、果樹園
などをしながら建設
会社に勤めていた。
休みの日には百姓を
していたので、とて
も大変だった。

昔の様に野球や陸上を
やってみたいと思う。
昔を思い出すなあ。

定年過ぎまでよく働い
たこと。果樹は２０世紀
なしやりんご、梅など
をやって出荷したこと。

最初はちょっと気が進まなかったけど、来てみたらみんなと話ができる
し、色々な活動も出来るので楽しい。自分にとって憩いの場になってい
る。親切にしてくれるからいわゆりの職員の皆さんも好きだよ！！

一日一日を大事に過ご
すことを心掛けてい
る。長生きの秘訣かな
あ。

趣味は？好きな食べ物は？やっていた仕事は？

夢は？

頑張ったことは？

いわゆりはいかがですか？
目標は？

　

や
わ
ら
か
い
醤
油
の
味
ご
は
ん

で
白
米
よ
り
心
も
ち
食
欲
を
刺
激

さ
れ
ま
す
。
さ
ん
ま
は
塩
味
で
、

つ
け
あ
わ
せ
の
大
根
お
ろ
し
と
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
で
口
の
中
が

さ
っ
ぱ
り
。
副
菜
の
ご
ま
和
え
の

野
菜
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
て
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
根
菜
の
さ
っ

と
煮
は
レ
ン
コ
ン
な
ど
軟
ら
か
く

し
っ
か
り
と
し
た
味
付
け
で
し

た
。

　

す
ま
し
汁
は
大
根
、
玉
ね
ぎ
、

あ
さ
つ
き
、
わ
か
め
と
具
沢
山
で

し
た
。
赤
魚
の
西
京
焼
き
は
、
味

噌
に
漬
け
込
む
と
こ
ろ
か
ら
作
っ

て
あ
り
優
し
い
味
付
け
で
し
た
。

あ
ぶ
た
ま
煮
は
、
油
あ
げ
の
中
に

卵
が
入
っ
た
も
の
で
、
飾
り
切
り

し
た
椎
茸
と
き
れ
い
な
緑
の
さ
や

え
ん
ど
う
も
添
え
ら
れ
、
見
た
目

も
味
も
良
か
っ
た
で
す
。
辛
子
和

え
は
も
や
し
、ほ
う
れ
ん
草
、か
に

か
ま
が
入
っ
て
お
り
食
べ
や
す
い

一
品
で
し
た
。

・
ご
飯

・
す
ま
し
汁

・
赤
魚
の
西
京
焼
き

・
あ
ぶ
た
ま
煮

・
辛
子
和
え

・
鶏
挽
肉
と

　
　
ひ
じ
き
の
混
ぜ
ご
飯

・
み
そ
汁

・
さ
ん
ま
の
塩
焼
き

・
根
菜
の
さ
っ
と
煮

・
ご
ま
み
そ
和
え



中川村社協ヘルパーステーション

社協指定居宅介護支援事業所

食べる機能の障害を知ろう 〜のどの障害〜
うまく飲み込めず、異物（食品や唾

だ

液）が
誤って気管に落ち込んでしまうことです。

★1 肩を上下に動かす ★2 頭を左右に動かす ★3 肩を回す

両肩をゆっくり耳につけるように
上げる。
ふ～っと息を吐きながらゆっくり
と肩をおろす。何度か繰り返す。

両手を軽く握る。
肘で円を描くようにゆっくり肩を回す。
反対回しも行う。

頭をゆっくり横へ倒す。
ゆっくりと戻す。
一呼吸おいてから、ゆっくりと
反対側へ倒す。何回か繰り返す。

舌
口蓋

軟口蓋

気管
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心と体の運動で体調管理をしよう
肩のストレッチ

※ストレッチ：筋肉や関節を伸ばす柔軟体操

誤
ご

嚥
え ん

とは…

◎のどの障害◎
・食品や唾液の流れを察知できなくなる。
・食品を送り込む力が弱くなる。
・食道の開きが悪くなる。
・気管にふたをするのが遅れる。

誤嚥を繰り返す

誤嚥性肺炎に
つながる

◎気管には異物を排出するための
　２つの防御システムが備わっています。

・防御システム①　「ムセ」る
・防御システム②　「痰

たん

」が出る
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秋の運動会
―野の花宅老所―

秋分の日におはぎ作り
―グループホームかぞく―

青空に向かって
―かつら―

　皆さん紅白のはちまきを巻いて、やる気満々
です！
　いろんな種目を本気で楽しんで、盛り上がり
ました。

　手際よくゴマやきな粉を付けて、あっという
間にできあがりました。

　天気の良い日にかつらの庭を散歩に行き一曲
うたいました。    

移り行く季節のなかで  　―麦の家―

　「 麦の家の秋」は、様々な行事の秋です。
花火大会・たこ焼きパーティー・紅葉狩りドラ
イブなど、日々移りゆく季節を入居者の皆さん
と一緒に満喫しました。
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　園芸福祉ビオラの会は、平成27年に開催した園芸福祉ボランティア講座をきっか
けに発足しました。現在13名の会員で毎月第2水曜日に文化センターと望岳荘入り口
の花壇を整備する活動のほか、園芸活動の視察
や介護者交流会のお手伝い、ふれあい福祉広場
の出店などをしています。昨年は信州花フェス
タの会場に花壇作りに行きました。元信州大学
農学部の藤田政良先生から育苗の仕方から花
の育て方なども教えてもらっています。
　入会ご希望の方は活動日に来ていただくか
中川村社協までお問い合わせください。

　10月14日（水）社会体育館軒下で第１回介護者
交流会を開催しました。今回は17名の介護者の
方が参加し、園芸福祉ビオラの会のみなさんを
講師に「癒しの寄せ植えづくり」を行いました。
　講師から植え方の説明を受けた後、シクラメン、
カルーナ、ビオラなど５種類の苗を大鉢に植え
ていき、それぞれ素敵な寄せ植えができあがり
ました。できた寄せ植えを眺めながら「きれいな
花を植えると心が和むね」とお互い笑顔で話し
交流を深めることができました。

みずほ教育福祉財団の助成で
花壇整備備品を購入

介護者交流会で寄せ植えづくり

第２回大人の塗り絵講座

　ビオラの会では、今年度みずほ教育福祉財団
の「老後を豊かにするボランティア活動資金」の
助成を受けて、一輪車、作業テーブル、スコップ、
鍬など花壇整備備品を購入しました。
　今まで自分の道具をそれぞれ持ち寄って作業
をしていましたが、今回新しい備品を揃えるこ
とができ、早速秋の植え替えに使うことができ
ました。「よく切れるハサミだね」「道具が新し
いと気持ちいいね」と笑顔を交わしながら園芸
作業を進めることができました。

　9月25日（金）にボランティア始めチャオ講座「第２回大人
の塗り絵講座」を開催しました。
　好評だった前回に続き辰野町社協茶の間講師荻原ゆりか
さんを講師に10名の受講者が参加し、今回はコロナ禍で
できるボランティア活動として絵葉書に塗り絵をしました。
　できた絵葉書はもみじとコスモスの２種類。10月15日、
一人暮らし二人暮らし高齢者に毎月お届けしているお楽
しみ弁当に添えてお届けしました。受け取った方々からは
「秋を感じるすてきな絵葉書です」と喜びの声をたくさん
いただきました。

大人の塗り絵講座で描いた絵ハガキを
お楽しみ弁当に添えました

紹介  園芸福祉ビオラの会
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○寄附のお礼
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長野県弁護士会による出張無料法律相談会
○日　　時　　12月７日（月）　午後１時30分～４時30分
○場　　所　　中川村在宅介護支援センター（社協内）　
○相談内容　　金銭問題、労働問題、離婚、相続などの
　　　　　　　お困りごと　１人30分まで
○申込方法　　申込不要（予約優先）
　　　　　　　予約：長野県弁護士会伊那会館
　　　　　　　　　　（電話0265–98–0088）

伊南倫理法人会　様………………………… 寄附金　２万円
スタジオAKI　様………………………… CD、DVD、洋菓子
湯沢文子　様…………………………………………… 文房具
匿名　様………………………………………… お米　1.5俵
JA上伊那中川支所　様……… お米100kg、缶詰等保存食
中川村商工会女性部　様…タオル、半タオル、ウェス 各２箱
（写真：寄附の明細とともに受取）
　この他に、各個人からお米、
生花、タオル、紙おむつ・下着を
いただいています。ありがとう
ございました。
　有意義に活用させていただき
ます。

第45回 中川村三者共催講演会
「地域には宝物がいっぱい」
○日　時　12月5日（土）　
　　　　　開場・受付　9時30分～
　　　　　開会式	 10時～
　　　　　講演会	 10時10分～11時40分
○会　場　中川文化センター　大ホール
○講　師　南信州米俵保存会代表　酒井裕司　氏

　米俵マラソンから始まった町おこしが、大相撲の
土俵の俵づくりにつながっていったこと。小学生の
アイデアで誕生した「納豆手作りキット」が商品化
に発展していったこと。稲わらから始まる地域おこ
しと人づくりのお話を伺います。


